
 
 

木々も色づき、秋真っ盛りの緩衝緑地のなかで、 

近隣の保育園主催の焼き芋大会が開かれました。 

当日は保育園の子どもたちのほか、近くの親子連れの方々 

も参加し、にぎやかな子どもたちの歓声が聞こえました。 

 また、緩衝緑地は町会の防災訓練にも利用され、消火器の 

放水訓練などが行われました。 

 

 

               当工場では、個人見学会を毎月第２土曜日午後 1時 30 分か 

              ら午後 3時まで開催しています。そこでは、小学生から様々な 

            質問があります。「工場の煙突に雨が入ったらどうなりますか？」 

「清掃工場はごみの収集車を何台所有しているのですか？」など、想 

 定外の質問で、答えに窮することもあります。目線の違いを認識さ 

せられる個人見学会は、職員にとっても貴重な体験となります。 
 
 

去る 11 月９日に矢口消防署主催の自衛消防技術審査会 

が、当工場を会場に行われました。多摩川清掃工場自衛消 

防隊も出場し、出場総数 18 組の中で優良賞を受賞しました。 

多摩川清掃工場自衛消防隊は、万が一の災害発生のときに、初期 

消火や避難等を効果的に行うため、工場長を隊長として工場職員に 

より構成される自衛消防組織です。災害や事故に備え、日頃から消 

防訓練を行っています。 

 

 

                 １１月３日に近隣公園で行われた、「船橋ふれあいまつり」 

に工場も参加しました。当日は好天に恵まれ、会場にたくさん

の方々がお越しくださいました。また、会場に工場見学の案内コーナーを設けて、誘いをかけ、約

１００人の方々にお越しいただきました。その半数以上の方がご家族連れで、小さなお子さんがご

みバンカーをのぞく姿は、なんともほほ笑ましいものでした。工場では、近隣の方々に工場を見て

いただき、ご理解を深めてもらうことが何よりも大切だと考えています。 

 

 

       １１月９日、渋谷消防署長から感謝状をいただきました。秋の火災予防運動にあた 
り、防災教育の推進、防火思想の普及など地域社会の安全に積極的に協力した功労に 

対して表彰されたものです。 
日頃から全職員が安全で安定した操業を心がけ、本年８月で操業５年の節目を迎えることができ 
ました。地域の方々のご理解とご協力のたまものでもあり、今後とも渋谷という社会活動が密集し

た地域社会にふさわしい工場運営に努めてまいります。 
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